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これまでの普及計画での活動と成果

プランの実現に向けた支援に重点
31プランの策定とその実践を支援
→10産地でプランの目標を達成



多くの産地が活性化プランを策定したが…
生産者の高齢化や後継者不足によって、プランを実
現するために必要な産地体力が低下している産地が
多くあるように感じた。



◎自身の課題に向き合い、その解決に意
欲的に取り組む産地を育成します。

◎意欲のある産地の未来を切り拓くため、
産地の次代の担い手を育成します。

本普及計画の目標



正確な現状把握の必要性を産地に理解してもらう。
→産地は必要な情報（生産者、園地）を把握し直し、
リストやマップに整理する。

普及センターが、産地が整理した情報に基づき状態
診断を行う。
→診断結果は産地プロファイルにまとめる。

活動の進め方①

①正確な現状把握

②産地の状態を診断



産地から提供された情

報から、産地の過去と

想定される未来をまと

めたもの

産地の状態を関係機関

で共有するために作成

する。

産地プロファイルとは



産地プロファイルでは数字と図で
産地の理解を促します
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生産者の年齢構成をもとに
産地の将来を予測します

50歳以下 割合(%) 65歳以上 割合(%)

8 7.8 65 63.1

11.3 22.2 13.1 25.7

131,533 22.2 152,486 25.7

0 0

バイタルサイン（生産）

生産者の年齢構成

園地の保有状況

生産状況

技術力（高）

生産者(人) 面積(ha) 生産量(kg) 販売額(千円)

10年後 38 37.9 441,160

20年後 8 11.3 131,533

未
来
予
測

現状



活動の進め方②



アクションプランの一例



将来の産地を牽引するリーダー候補となる経営体を
支援対象として選定します

果樹産地の未来を切り拓いていく
農業経営体の育成

活動の進め方

アクションプランに従い構造改革を行う産地

アクションプランを鑑みつつ、経営体の発展の方向
性に合わせた提案や支援を行います

対象産地



普及活動成果指標（中央果樹普及課＋紀州普及センター）

指標項目 単位 現状
（2018年度）

→ 目標
（2022年度）

（ア）産地プロファイルを作成した産地数 産地数 － → １８

（イ）産地プロファイルに基づき構造改革
を開始した産地数

産地数 － → １２

（ウ）産地プロファイルに基づいた構造改
革で一定の成果を得た産地数

産地数 － → ８

（エ）果樹産地の未来を切り拓いていく
農業経営体の育成

経営体
数 － → ２２





成果指標の判定方法

・「構造改革を開始した」とは、市町などを含む関係団体
（産地協議会など）で産地プロファイルの取り組みを合意し
た時点をいう。

・「構造改革で一定の成果を得た」とは、産地が合意したプ
ロファイルのアクションプランで定め道標となる到達点を達
成した状態をいう。

・「未来を切り拓いていく農業経営体」とは、以下の3点
①産地の振興に強い思いを持つ経営体
②産地の平均以上の農業収益がある経営体
③長期間（10年以上）経営を継続する意思のある経営体

を要件とし、将来の産地の核となるリーダー、もしくは、それ
を支える経営体をいう。



活動方針

• ①産地が産地自身の状態を正確に把握がで
きるように動機づけを行う

• ②産地の将来に向けた構造改革に取り組む
体制の構築する

• ③既成概念にとらわれない新しい産地の形
の構築を行う


